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＝東日本実業団駅伝＝
警視庁　柱、槻澤コンビの活躍でニューイヤー駅伝出場！！


柱（H22）、アンカーでニューイヤー駅伝出場を決める！

 

3区　槻澤（H24)　　　　　　　　　　　　　7区　柱（H22）
10月3日、埼玉県庁から熊谷市の熊谷スポーツ文化公園コースで開催された東日本実業団駅伝において柱欽也（H22)と槻澤翔（H24）の所属する警視庁チームが12位となりニューイヤー駅伝出場を決めました。
　柱、槻澤の両名はそれぞれ7区（アンカー）、3区を走りチームの今回の偉業に貢献しました。特に柱は最終区を14位でタスキを受け取り、2人を抜き去り見事にチームをニューイヤー駅伝出場圏内（13位以内）の12位に導きました。しかもアンカー区間で5位と大健闘！「東経大魂」を見せつけてくれました。

＜柱欽也コメント＞
　槻澤と東経大コンビでニューイヤーを掴み取りました。ニューイヤーに出場したいという思いが区間5位という結果になりました。本戦は出場するだけでなくどこまで上を目指せるか挑戦したいと思います。
＜槻澤コメント＞
（彼らしく一言で）何とか勝ち取ることができました。

＜伊藤乾司葵走会前会長コメント＞
　11月3日　東日本実業団駅伝大会が行われました。
　13位までが来年元旦に行われる、ニューイヤー駅伝に出場できますが、母校陸上部OBで平成24年卒の槻澤翔、22年卒の柱欽也が所属する警視庁チームは昨年16位で悔しい思いをしました。　　　　
槻澤は、3区９．２Kmを15位でタスキをもらい14位に順位を上げ、最終区１３．５Kmを柱が激走して12位に食い込み、見事ニューイヤーの切符を手に入れました。二人ともあっぱれでした。
母校現役の選手諸君も先輩を見習い、是非頑張ってもらいたいものです。
毎日新聞記事→https://mainichi.jp/articles/20171104/k00/00e/050/252000c
